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社会人訪問実践



「社会人訪問」実践プロセス：

１．チーム編成（３～４名）
２．チームビィルディング
３．訪問希望企業の検討
４．インタビュー案の構成
５．訪問実践
６．報告書作成

※ 全体報告会



「社会人訪問」実践の目的

社会人の方々の価値観に触れ、
自らのキャリアについての思いを問い直す。
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図- 1 授業プロセス設計概念図）



図- 3 授業スケジュール
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大学向け授業支援システムCourse Power

参考文献 FUJITSU, Vol.65‐3, PP.27‐32, 2014.











授業支援システム
Learning  Management System

以下、LMS

図ー２ LMS概略図





キャンパスライフエンジン（Campus Life Engine）
以下、CLE

カリキュラム

Ａ

属性検索
Storage

学生CODE カリキュラム 履修科目１ 履修科目２ 履修科目３
11111 A ○○論 ○○学 ○×実習
11122 A ○×学 ○×実験 ○×入門
11133 A ×○演習 ×○特論 ×○論
11144 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
11155 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
11166 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

学生CODE 名前 学部 学科 所属ゼミ
11111 A男 ○工学部 ○○学科 ▽▽▽
11122 B子 △経営学部 △△学科 △▽▽
11133 C雄 □文学部 □□学科 ▽▽△
11144 ・・・ ・・・ ・・・
11155 ・・・ ・・・ ・・・
11166 ・・・ ・・・ ・・・

関連付け

学生CODE 名前 カリキュラム 学部 学科
11111 A男 A ○工学部 ○○学科
11122 B子 A △経営学部 △△学科
11133 C雄 A □文学部 □□学科
11144 ・・・ ・・・ ・・・
11155 ・・・ ・・・ ・・・
22111 D男 B □科学部 □□学科
22122 E子 B △ｼｽﾃﾑ学部 △△学科
22133 F雄 B ○工学部 ○○学科
22133 ・・・ ・・・ ・・・
22144 ・・・ ・・・ ・・・

○△学演習 受講者リスト

学生

学生

学生

図ー１ ＣＬＥ概念図



第１回 社会人訪問 報告書（抜粋）



【緊張】
緊張して、大きな声で話すことが出来なかった。
緊張して、片言の日本語になってしまった。
質問の際、言葉があやふやでうまく伝えることが出来なかった。
会社というところに初めて行って、何から話してよいのかわからず、初めの１０分は何も言えなかった。
最初は不安だったけど、だんだんと緊張がほぐれてきて最後は良く喋れた。

【準備】
実際に社会人の方を訪問し、準備に何が必要で、その場で何が必要か分かった。
企業の方から質問されても答えることが出来るように、事前研究が必要。
質問している自分の姿をイメージして準備する必要がある。
もっと事前の勉強をすることで、話が深く理解できると思う。
担当者の名前を忘れて、大変失礼な訪問になってしまった。

【学び】
言葉遣いをもっと正しく、丁寧にして、笑顔を作った方がよいと感じた。
もっといろいろな企業でお話を聞いた方がよいという考えを持つことが出来た。
相手が話し終わった後の、フォローが出来るようにしたいと思った。
失敗も多かったが、自分のレベルを知れるいい経験となった。
自分の長所・短所を知ることが出来た。



第２回 社会人訪問 報告書（抜粋）



【反省】
まだ緊張しており、質問するだけで、会話を広げることが出来なかった。
もっと社会人らしい質問になるようにしたい
面談において、質問の流れなど計画性をもって準備すべきだと思った。
状況に合わせて、会話をつづけることが必要だと感じた。
話に熱中しすぎて、メモを取れなかった。メモをとりながら、聞けるようになりたい。
前回（第１回）よりは良くなったが、会話がはずまないなど問題点も残った。
雨天で渋滞に巻き込まれ、約束の時間に遅れてしまったが、途中、遅れる状況を事前に連絡は出来た。
訪問を了承頂いた担当者の方が、当日不在で、行っていきなり帰された。最終確認が必要だった。

【成果】
相手の目を見て質問するなど、全体をまとめることが出来た。
その場に合わせて質問を考えることができた。
地場の有名企業を訪問したが、そうなるために相当に努力されている様子が分かった。
面談担当の方がとても親切な方で、スムーズにインタビューを実施することが出来た。

【学び】
自分を出せるチャンスにしたい。
会話の中で、無駄な間が空かない様にしたい。

企業研究を詳しくするとで、質問内容なども変わると思うし、もっと深く聞けると思う。



まとめ

１．経験に基づく学びに、終わりはない。
その実現に、ＬＭＳは有効である。

２．ＬＭＳにもとづくレポートの場合

・提出期限を複数段階に設定可能。
・前回のレポートを参考に、次の行動の検討可能。
・レポートは、何回も提出出来る（履歴が残る）。


